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武 雄 河 川 事 務 所
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武雄河川事務所

【県】河道掘削、
橋梁改築 牛津川

遊水地

河道
掘削

河道
掘削

【県】広田川
排水機場新設

高橋排水機場増強

【県】河道掘削、橋梁改築

築堤
（引堤）

河道
掘削

位置図

六角川洪水調整池

牟田辺遊水地
(既設)

ヨシ繁茂
抑制対策
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六角川の治水対策の進捗状況



武雄河川事務所六角川洪水調整池の概要

六角川洪水調整池
（予定地）

付替河道ルート
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Ｉ
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【六角川洪水調整池】
●貯水容量 ： 約４００万m3
●貯水面積 ： 約16ha
●満水時の水深 ： 約５０m～６０m
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武雄河川事務所河道の付替えの実施状況（六角川洪水調整池）

4令和７年４月末時点

橋梁上部工

六角川

上流部河道拡幅

上流側仮橋



武雄河川事務所牛津川遊水地の状況
施工前

撮影：R1.7月初期湛水池
Ａ＝８ｈａ

越流堤

貯水池
Ａ＝９０ｈａ

周囲堤 Ｌ＝3,000m

排水機場

初期湛水池
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武雄河川事務所牛津川引堤の状況
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引堤
新しい堤防 現在の堤防

令和７年３月末時点

牛津川

芝浦排水樋管（既設）
芝浦排水樋管（新設）



武雄河川事務所牛津川（長尾地区）の河道掘削状況
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令和７年３月時点

牛津川牛津川

令和２年８月時点

着工前の状況 掘削後の状況



佐 賀 県
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多 久 市
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① 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■緊急浚渫推進事業【多久市】

市が管理する河川の緊急浚渫事業を実施（令和３年度～令和６年度）[浚渫量 2,413㎥]
河川氾濫等の大規模な浸水被害が相次ぐなか、河川の浚渫が重要であるため計画的に実施

クリークの緊急浚渫事業を実施（令和４年度～令和５年度）[浚渫量 1,398㎥]
クリークの浚渫により豪雨時の貯水量を確保し、農村地域の浸水被害を低減



③ 被害の軽減・早期復旧・復興のための対策
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■農村地域防災事業【多久市】

近年多発する豪雨災害の対策の一つとして、ため池災害からの被害を軽減し農村地域の防災力を強化
・既存のため池の劣化状況及び豪雨に対する性能を評価
・ため池が決壊した場合の浸水範囲をシミュレーションし、地域住民の避難に活用
・作成したハザードマップをお知らせするため、看板を設置

＜ハザードマップ作成数＞

・令和3年度 23施設 完了
・令和4年度 15施設 完了
・令和5年度 15施設 完了



武 雄 市
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住民意見交換会
（重点整備地区）

武雄市気候変動対応モデル都市構想六角川流域水害対策計画

学識者等による検討委員会

水とともに生きる将来的な都市像特定都市河川流域における
浸水被害の防止・軽減のための計画

※流域治水の本格実践（更なる対策を盛り込む）

六角川流域水害対策計画(原案)

相互に連携

武雄市
武雄市令和6年度の治水対策の状況

実務者会議として実施

▲橘地区 ▲北方地区▲朝日地区

特定都市河川流域の中でも特に水害リスクが
高い重点整備地区で「治水とまちづくり」を
テーマに意見交換会を実施

意見交換会の状況
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『災害に強いまちづくり』の実現に向けて

六角川流域水害対策計画（令和7年3月28日策定）
今後も地域の皆さんと意見交換を継続的に行い、治水とまちづくりが連携する対策を進める

武雄市令和6年度の治水対策の状況

治水シンポジウムの開催

説明会の開催

・治水シンポジウムを開催し、各機関が取り
組む治水対策の内容について説明。

・治水対策をこれからのまちづくりにどうい
かしていくかをディスカッション

・重点整備地区において、地区毎に計画素案
の内容について詳細に説明。

・地域の皆さんとの意見交換を実施 ▲防災フェスタ・治水シンポジウムin武雄
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公共施設用地による治水対策活用を検討

治水活用の調査検討項目

周辺の浸水実績
周辺の宅地化状況
大雨による浸水状況
貯留できる敷地の広さ
敷地の利用状況
重点整備地区内外

効果が見込まれる施設
41箇所中16か所（約40%）

武雄市令和6年度の治水対策の状況

武雄市では校庭、公園、スポーツ施設の敷地
を活用した治水活用（貯留対策）を推進

※流域水害対策計画では流域対策として貯留対策を強化



新たな取り組み 武雄市

武雄市「ためる」プロジェクト (通称︓ためプロ）始動

主な対策

平 時 大雨時

・学校や体育施設のグラウンドを活用し雨水をためる
・市街地や住宅地の公園を活用し雨水をためる
・ため池・クリーク（農業用水路）でためる
・田んぼダムにより雨水をためる

・学校施設で「ためる」効果等についての基礎調査
・永島地区に遊水公園を整備
・一の坪公園に貯留機能の整備を設計
・ため池・クリークの事前放流
・田んぼダムの推進

R7年度事業

↑【整備事例】学校グラウンドの外周をコンクリート擁壁
で囲むことで、大雨時に雨水をグラウンド内に雨水を貯留

▼整備イメージ図

25



小 城 市
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大 町 町
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江 北 町
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排水対策の体系

江北町総合排水計画に基づく行動計画

強制排水能力強化
〔流す〕

連続運転

浸水対策

人員
燃料
冷却水

モーター化

耐水化
環境整備

待機室整備、操作マニュアル作成
タンク増設（フル稼働で3日間運転可能容量を確保）
水中ポンプ導入（エンジン冷却用ポンプの購入）
電動機へ更新（エンジンからモーターへの更新）

排水機場の止水板（座面標高2.7mを浸水想定とし対策）
進入道路の整備

強制排水能力強化
〔溜める〕

事前落水

貯留機能

体制整備
協議会設置
ため池
用水路
樋管

ルール化
関係者との連携（区長、ゲート管理者等）
事前落水の構築
貯留容量の確保 支障工作物の撤去 ゲートの電動化
積極的な活用

ため池
用水路

田んぼダム

不使用ため池の確認
水路の不要貯水の確認

導入の研究（効果検証）

不要貯水

町外流入防止
〔防ぐ〕

小城市

大町町

満神P

高良川

武雄河川事務所と連絡調整

杵藤土木事務所と連絡調整

江北町
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令和６年度の排水対策 江北町

城の井排水機場
ポンプ駆動部のモーター化

排水対策協議会
の開催

水系毎の排水対策
連絡会の開催

強制排水能力強化
〔流す〕

強制排水能力強化
〔溜める〕

江北町総合排水計画
変更について協議

ゲート電動化実施箇所
の協議

電動機へ更新
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令和６年度の排水対策 江北町

幹線水路の
事前落水

ゲート現地調査
（古川水系）

強制排水能力強化
〔溜める〕

田んぼダム

ゲート管理者が管理上
の課題等を共有し上下
流の連携を図る

水路の貯水位を低下させ、
洪水調整ポケットを確保
し、浸水被害を軽減

門前地区の水田の雨水
貯留機能強化
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白 石 町

37



【１】氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

■支川の流出抑制・氾濫抑制の取組

【事前排水の取り組みを継続して実施】
→ 防災行政無線を使用して町内全域に事前排水の呼びかけ、

巡回により個別に事前排水を要請

継続

≪用・排水調整協議会の開催≫

○近年の天候（大雨）の傾向と対策
○事前排水の重要性の説明
○調整員、上下流地域間の連携強化など

クリークの水位低下運用

クリークを活用した雨水貯留容量の確保

事前排水

（通常時） （事前排水時）

制水門の改良

ゲート操作による排水調整

○白石町農業水利施設等整備事業

【事業主体】 区、水利組合、生産組合等
【事業内容】 地元が操作するゲートの省力化対策

（電動化）､安全対策（階段、手すり等）
【補 助 率】 事業に要する経費の75％以内（30万円上限）

概 要

継続

電動化設置例 階段設置例

【効 果】ゲート操作の省力化（電動化）を実施することにより、操作員の負担軽減や安全確保を実施。 38



【２】被害対象を減少させるための対策

【３】被害の軽減・早期復旧・復興のための対策 継続

■“逃げ遅れゼロ”へ向けた情報発信システム等の整備

水位計、空間監視カメラ等の整備による
リアルタイム情報の発信

■住まい方の工夫に関する取組

住宅地の嵩上げ等の推進

水害に強い住まいづくりの推進

〇住宅浸水対策事業
目的：浸水被害を軽減及び浸水被害を未然に防ぐため、住宅嵩上げ等の浸水対策を行った住宅の

所有者等に、住宅の浸水対策に要した費用の一部を補助する。

継続

令和6年4月運用を開始

【白石町防災カメラシステム】

Ｍｉｎｓａｉ(見んさい)

白石町が設置した防災カメラ１０箇所と共に、国や県などの協力を得て、
カメラ、センサーなどの５９か所の画像やデータを使って、「リアルタイムに
周辺の道路・河川・水路の状況、気象情報を一目で確認できる。
災害時の初動対応や避難情報の発令、町民の避難行動のタイミング

判断に効果を発揮している。 39



佐 賀 地 方 気 象 台
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線状降水帯に関する情報の改善 佐賀地方気象台線状降水帯に関する情報の改善 佐賀地方気象台

令和4年度から開始した広域での半日程度前からの呼びかけを、令和6年5月27日からは府県単
位で実施。
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天候降水量
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気温
低 並 高（%）

向こう３か月の気温は、暖かい空気に覆われ
やすいため、高いでしょう。

ほぼ平年並
30︓30︓40

高い
10︓30︓605〜7月

天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの
日が多いでしょう。

ほぼ平年並
30︓40︓30

平年並か高い
20︓40︓405月

平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。ほぼ平年並
30︓30︓40

高い
10︓30︓606月

期間の前半は、平年と同様に曇りや雨の日が多い
でしょう。期間の後半は、平年と同様に晴れの日が
多いでしょう。

ほぼ平年並
30︓40︓30

高い
20︓30︓507月

3か月予報（5〜7月） 佐賀地方気象台3か月予報（5〜7月） 佐賀地方気象台
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国立研究開発法人 森林研究・整備機構
森林整備センター 佐賀水源林整備事務所



流域における対策

■水源林造成事業による森林の整備・保全

針交混交林 育成複層林

水源林の整備

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込めない
箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。
・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、
森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。
・六角川流域における水源林造成事業地は、２２箇所（森林面積 約２０３ha）であり、流域治水に資する除間伐
等の森林整備を計画的に実施していきます。

六角川流域における水源林造成事業地

松浦川流域
六角川流域

水源林造成事業地

六角川
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